
微分積分学 — 問題演習（三角関数の有理式の積分） （2012 年度後期 担当：佐藤）

0 t = tan
x

2
のとき，次の関数を tの関数として表しなさい（教科書 p.117 を参照）．

(1) sin x (2) cos x (3) tan x (4)
dx

dt

1 f(x) =
1 + sin x

1 + cos x
とおく．次の問に答えなさい．

(1) t = tan
x

2
と変数変換することにより，

∫
f(x) dx は t に関する有理関数の積分∫

g(t) dtに書き換えられる．有理関数 g(t)を求めなさい．

(2) g(t)の標準形を求めなさい（部分分数分解しなさい）．

(3)
∫

g(t) dtを計算しなさい．

(4) (3)の結果を xの式に書き直しなさい．

2 F (x) = tan
x

2
+ log

(
1 + tan2 x

2

)
に対し， d

dx
F (x)を求めなさい．
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